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は`じめに

商会は義和団事件後の活末新政期,1903年南部が制定

した「商会簡明章程」隼よって,商務総会・商務分会と

いう名称で全国的に設立され始め,1915年に農商部の制

定した「商会法」に従って商会という名称に変更されて

いる.

設立時期の商会そのものを分析の対象とした研究は,

私見の限りでは見当らないのであるが,ただギルド研究

や辛亥革命の分析をめぐって商会の簡単な評価が行われ

ている.今掘誠二氏は「それが活末以後になると,帰紋

の商工業は資本主義経済に妥協的転生を試みるべく余儀

なくされ,ギルド・マーチャントを表面上商会という形

式をとったのであって,…・:・」1)と指摘され,商会を商人

ギルドとしてとらえられている∴

ただ新政期に設立された商会は,従来の商人のギルド

的組織とは違って,活発な政治的活動を行っている.活

代のみに限っても,中国人排斥法案に柘を発する1905年

の対米ボイコット運動における上海商務総会,1908年の

第二辰丸事件による対日ボイコット逗動における広東自

治会(同自治会は広東七十二行によって構成されており,

やはり七十二行を中心に組織された広東商務総会の自治

活動組織であったものと思われる.)の指導2),雪渓鉄道

回収における広東商務総会,蘇杭再鉄道回収における上

海,杭州商務総会の活動等3),対外ボイコット運動,利

権回収運動において指導力を発揮しているのである.さ

らには,「1906年9月,清朝は予佑立憲の上諭を発した

が,この年には江前地区の重吉らの予備立憲公会とよば

れる政治団体をはじめとして,謝北,広東はか全国各地

に立憲運動を指導する諸団体の設立をみた.その基盤と

なったものに,ブルジョア的な努力を結集するものとし

て全国各地こ設立されていった商会があった.」4)といわ

れるように,商会が「ブルジョア的な努力を結集するも

の」であったかどうかは別にして,立憲遠動を支える社

会基盤としても存在していたのである.

このようにこれまでの研究成果から,清代において,

商会は「反帝国主義」的,「ブルジョア的」な政治活動

を行っていたことがわかる.百会の設立された活末は,

半植民塩学封建社会の形成矧こあたっていたのであるが,

これまで半植民地化過程については,外国商品,資本の

侵入,清朝の財政的対外従属といった内容でしばしば指

摘されてきた.しかし同時に中国社会の半封建化過程で

もあったわけで,その過程は国外的な条件によって一方

的に規定されていたわけではなく,そこには半植民地化

に対する中国社会内部からの一つの対応のあり方が存在

していたのではなかろうか.そこで半植民地化というこ

とと,半封建化の基礎過程とがどのような実態的関連性

をもっていたのか,その問題の研究作業の一つとして商

会設立の意味を考えてみたい5).

1)今掘誠二『中国封建社会の機構』31貢

2)菊池貴暗『中国民族運動の基本構造』第1章「1905

年の対米ボイコット運動」,第2章「第二辰丸事件

に関する対日ボイコット運動」

3)堀川哲男「辛亥革命前の利権回収運動」東洋史研

究第21巻第2号

4)野沢豊『辛亥革命』岩波新書57貢

5)政治過程の面からは,横山英氏が,清末政治史に

おける「変革コース」について,反帝国主義反封建

という内容をもつ「独立=ブルジョア民主主義中国

を創出する変革コース」=「革金的コース」だけで
はなく,「世界資本主義(外国帝国主義およびその

従属下にある国内資本主義)による世界変革の一環
として独立=封建中国を変革して半植民地(または

植民地)半封建中国を創出し,再編・維持する変革

コース」=「半植民地半封琵コース」が存在してい

たことを指摘されている.(横山英「活末の変革にお

ける指導と同盟-辛亥革命研究ノート-」史学

研究97号)

1.設立までの情況

中国と外国との貿易は,太平天国の後より本格的に発

展し始めるが,外国商品の輸入と中国国内からの農業・

手工業生産物の輸出の増大は,中国国内の商品流通過程

にも動揺をもたらした.外国商品輸入の増加につれて,

従来中国国内の生産物の流通にあずかっていた中国商人

の中から,外国商品を扱う商人が出現し始める.まず初

めは南京条約で開港された五港の商人の中から,ついで

内地の商人の中からも出現するようになる.例えば耕南

省長抄では,従来「薛広業」と称して北京・江蘇・広東・

上迄の中国国内生産物を扱っていた商人が.五港開港の
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後,名称を「広貸号」あるいは「洋貨号」と変え,外国

商品を扱うようになった例が指摘され,「中国の商業資

本は外国資本主義の援助の下に,70年代以後洋貨を販売

する任務をしだいにおく深く内地へと進めていった」1)

といわれるように,1870年代より中国国内商品流通の再

編過程が進行して行くのである.

こうした情況の中で,在来の,同郷性や同業性に基づ

いて,商品流通過程における諸規制を加えるペく結成さ

れていた商人のギルド的組織も当然影響をうけねばなら

なかった.すなわち社会的な分業の未発達,農民層の未

分解という歴史的条件に規定された狭院な国内市場にお

いて,外国との輸出入貿易の発展が,商人問の自由な競

争をもたらすことになれば,在来の前期的資本という性

格で商品流通にかかわっていた中国商人の商業活動を崩

壊させることになるわけであり,そうした中国商人にと

って,国内商品流通の再編過程の進行とともに,ギルド

組織の再編という独白の新たな対応が必要となってくる

のである.

五港開港によって中国第一の貿易港となりつつあった

上海では,1856年に振草堂という洋布公所が.「洋布を

業とする者が商務を研究し団結を強める」2)目的で設立

されている.しかしこの洋布公所振草堂は基礎のしっか

りしたものではなかったようで,その後あらためて洋貨

を輸入する商人によって洋貨公所振草堂として再建され,

1884年には規約を定めている.その規約は8条からなっ

ているが,要点だけをあげておけば,役員として「司

年」・「司月」(任期は2ヵ月)を置き,それぞれ上海南

北の同業商家より6家・12家(司月は1期につき2家づ

つ)で順次任にあたる.公所経費は該堂が所有する借家

の毎月の家賃収入をあてる.また同業者のために「扶危

済困」の事業を行うこと等である3).また寧波に設立さ

れていた匹頭公所は,1870年頃綿布の輸入を独占しよう

とし,公所への非参加商人と外国商社との取引を排除し

ていたといわれる4).さらに,光緒年間のことであるが,

日本・欧米からの外国商品を取扱う上海の商人達は,次

のような内容の規約を定めている.各貨とも規約を守り

価格の安定をはかる.美学洋行の石油については同業者

の間で価格を決定し,自由な価格による売渡しを認めな

い.あるいは店員の雇入れに関する身元保証,給料の支

払い形式等である5).このように1870年代あたりから,

開港地においては外国商品を取扱う中国商人によってギ

ルド的な組織が設立され,その利益を保護しようとする

動きが見られるのである.

当時の前近代的な国内市場の中にあって,こうした外

国商品の中国国内流通過程にあずかる前期的な商人資本

にとって,本国政府の政治力や軍事力を背景とし,不平

等条約に基づいて,本国の産業資本のために資本主義市

場の創出を追求する外国商社の中国国内商品流通過程へ

の自由な介入は,その存亡にかかわる問題であった.そ

こにおいて中国商人はギルド組織を設立して外国商社に

対抗しなければならなかったのである.

外国貿易の発展によって,中国からの輸出品にもその

生産・流通過程におけるギルド規制の動揺が現われてい

た.浜口は湖南等周辺諸省からの茶の輸出港であったが,

当時の湖広総督張之洞は,近年茶商人が欠損するように

なった理由は外国商人が価格を押えつけていることにあ

るが,その根本的原因は,

安国茶荘過多,毎思焼侍,牒混製造,相率煙責水潟,

気味不住,芳以劣茶授雑,由於資本不足,重患借賃,

更有全無資本,俊茶貿出以償借債者6).

と,農民(山戸)によって生産された粗茶を精製する茶

荘が目先の利益を得るために,茶の品質を低下させたり,

資金も無いのに投機的な生産を行っていることにあると

指摘している.ここには一時的にせよ,茶の輸出貿易の

発展によって,マニュファクチュア的な茶の精製工場が

多数設立され,それが茶商人ギルドの規制を困難ならし

めていたことがうかがわれるのであり7),張之洞におい

ては,そのようなギルド規制の動揺こそが外国商人によ

る茶の価格操作を許している原因になっていると認識さ

れていたのである.

この外,開港地茶商人(茶援)と茶の製造者との茶取

引をめぐる弊害として当時指摘されていた問題に,「様

箱」(見本箱)によって取引を決定した後,見本より.も

低質な茶を送るというようなこともあったが,開港地の

中国茶商人は,この問題を外国商社に対する茶の取引を

困難にしている原因の一つとしてとらえ,禁止しようと

している.

漢口では1889年に,輸出用紅茶を専門に扱う茶桟が,

湖南・江西・福建・湖北;安徽・福建広東各村という同

郷性を超えて茶業公所を設立している.その総葦の一人

にイギリス人を加え,秤量に用いる分銅については,「西

南初メテ庶東二到り貿易セシ時使用シタル砥式ニシテ之

ヲ法トナス」こと,「見本ノ為二裂シタル箱ハ一切取引

ヲ許サス」と「様箱」による取引の決定を認めないこと

とし,「若シ茶桟ノ公所規約二月艮従セス又ハ違反セルモ

ノアルト認メシ時ハ遺墨二稟請シテ各商ノ取引ヲ停止セ

シムへシ」といった内容の規約を定めている8).そして

一方では1892年には規約を改正し,自由な価格競争を排
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して違反者には公所会員共同で罰することを決めると同

詩に,外国商人に対しても,公所規約に従わなければ茶

の販売を停止し,自ら公司を設立し直接国外に販売する

と通告している9).

上海の茶業会館は,1855年に生糸商人と共同で綿茶公

所を設立したのに始まるが10),その後「玄二査スルニ締

高己二含館ヲ立テ各業公所亦漸ク迭興ル蓋シ年釆生意敷

崇人心不吉成規日二壊レ弊芦滋々多キニ因ル茶業ノー項

ハ宜シク洋商ト交易シ国ヨリ其信義ヲ昭ニスへシ」とし

て独立した公所を設立し,「此前貸ヲ受ケタルモノハ資

金ヲ貸付ケタルモノノ注文ノミニ應スル義務アリテ之二

違背スル時ハ茶ヲ買ヒタルモノハ上海着ノ時先二約束シ

タルモノヨリ其引淀ヲ要求セラル、モ拒ムヲ得ス」とい

った上海の茶桟の製茶業者に対する資金の前賃に関する

規則,及び「様箱」による弊害の取締り,外国商人との

取引に関する規則等からなる規約を定めている11).茶荘

及び茶栽培農民に対する茶商人の資金前賃は,開港前か

ら存在していたことが指摘されているが12㌧19世紀の末

にいたって,鼓前貸製茶業者(茶荘)は前貸した茶商人

にのみ強制的に茶を売却させられねばならないことがあ

らためて強調されているのである.前に指摘した浜口を

輸出港とする茶の生産・流通過程と同様,上海の場合も,

このような規約内容が示されねばならなかった背後には,

茶の輸出貿易の発展によるマニュファクチュア的な生産

組織によって茶の精製を行う茶荘の増大が,開港地茶商

人のギルド的規副を田崇ならしめているという情況が存

在していたにちがいない.

このように,持出入貿易の発足を契機として,ギルド

的規制が致㍍する中で,19世紀後半とくに70年代頃より,

国内流通過程における規制を強化するために,持出入荷

品を扱う商人によって芸琵別のギルド的組織が再編され

始めているのである13).一方では高利貸芸者の間でも,

上海では1882年に両市慧芸公所が,1889年にはi剖ヒ銭業

会鑑が設立され11),浣口では1871年に慧芸公所が設立さ

れている15).

1870年代頃から,タ旧諒品を哲人する中国商人は,外

国商人の内地市場への直接の介入を防ぐため,また畠出

品を扱う古人は,田内の生産・己迂遠崖への規制を強化

するため,半拉民也的貿易相迄はそのままに,詩人のギ

ルド的組織の再精をすすめ,規約のi望守を琶謁するよう

になる.それは,≡追せば,半痘民的な夕日∃貿易の発足

による中日岩内百品だ達の再琶ヨ己の進行と,それにと

もなうギルド的観‡:の完封な三景を示しているといえる

であろう.19Eだ奈,上流藁琵封昔日の一緒童は封埠一に

対して,

近来市面目繋,倒閉之局愈出愈奇,以有挟為護符,以

延訟為得計,甚至朝莫股木,暮即捲逃,咋万下貸,今

己移匿,援軍房契,軽齋遠近,於是倒盤度債,幣端百
出,胎害無窮16).

と,近頃の市況の逼迫,倒産続出という現状が,何らか

の力をたのみとしたり,訴訟の引延を計ったりすること,

甚しい場合には資本の募集,荷積,倉庫・家屋証書をめ

ぐる不正による市場相場の不安定に基づいていると指摘

している.いわば商人間の組織規制の弱化が従来からの

商業活動を困難にしていることを示しているのである.

すなわち,「このような新しい歴史的条件(中国社会の

半植民地半封建化-引用者)の下で,ギルド組織はな

お従来の歴史的形態を保有しているものの,日増に動揺

の中に置かれねば」17)ならなかったのであり,外国貿易

の発展に対応して,このような情況を克服するためには,

すでに個々の同業ギルド的組織では不十分であり,より

大規模な商人の組織化が必要となってくるのである.

1)陳詩啓「申年戦前中国農村手工相紡績業的変化和

資本主義生産的生長」歴史研究1959年2期.
2)上海願績志　民国7年刊　巻三　建置下.

3)上海県洋貨公所規条砕　『江訴省明清以来坪刻資

料選揖』494-6貢.

4)影渾益「十九世紀后期中国城市手工業商業工会的
重建和作用」歴史研究1965年1期.

5)F支部窪済全書』第2輯691貢.

6)裁撤茶商損助書院経費招　光緒十八年六月二十六

日　『張文要公全集』英議三十二.

7)湖北省羊棲嶋では,光緒初年に「茶庄」が7,80

家存在していた「両湖地方では一般的に従来家庭に

持帰って行わ_れていた茶の選別作業が,この頃から
「桟房」の中で協同作業として行われるようになり,

また羊櫻収の噂茶製造工場では木製の圧力用具を使

用し,近隣の農民数千人が季節的な労働にたすきわ

っていた(彰澤益編『中国近代手工業史資料』第2

巻100-1貢).

波多野善大氏は,開港前の広東における茶荘の茶

精製組織を分析して,それがマニュファクチュアで

あったと指摘されているが(「中国輸出茶の生産構

造」F中国近代工業史の研究』所収),多数の人間が

一　位同作業していることと同時に,「経営主と直接生

産者たる労励者との直接の生産関係こそが検討され

なければならない」(重田植「清末における湖南茶

の生産構造-五港開港以後を中心として-」人

文研究16の4)わけで,その結論は今後の研究にま
`たねばならない.

8)「支部経済全書」第2覇297-8貢.

9)彰浮益前掲論文

10)2)に同じ.
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11)『支部経済全書』第2輯298-305頁

12)波多野前掲論文,及び田中正俊「資本主義とアジ

ア社会」『世界歴史』近代8所収.

13)彰澤益氏によれば,太平天国以後19世紀申,商人

ギルドの再建・新設が行われ,漠口では再琵6,新

設24,上海では再建3,新設24を数え,新設は開港

地に多かったという.同氏はこのギルドの再建・新

設の一つのテコになった条件として立金の謂負徴収

をあげている(同氏前掲論文).当時の軍事財源と

いう性格の強かった立金収入を確保するために,天

津条約,北京条約の締結以後,主要な輸出品であっ

た茶・生糸(及び繭)・綿花に対しては産地徴収の

方法がとられ始め,牙行のギルド組織を媒介とする

「先拐後岱」の原則,また輸入品についても開港地

中国商人のギルド組織による請負徴収が,行われて

いたようである(高橋孝助「清未における丑金収奪

と小農民経営」歴史学研究392号).1910年江蘇省の

全商会は,資金を全て「認捕制」に改めることにつ

いて協議している(『東方雑誌』7の8　中国時事彙
録).

14)2)に同じ.

15)夏口願志　民国9年刊　巻五　建琶志

16)好商倒騙存款摂照例厳餅招　光緒二十五年八月二

十日『劉坤一遇集』英疏三十一.

17)影渾益前掲論文

2.設立意図

1903年,南部は新政の一環として商会の設立を決め,

「商会簡明章程」26款を定めた.ここに商会は全国的に

設立され始めることになる.しかし実際には,商会ある

いはその類の商人団体の設立は,この「章程」によって

初めて掟起されたわけではなかった.

日清戦争敗北の後,まず劉坤一によって上海商務総局

が設立され,張害・湖北候補道劉世桁等を官側から派遣

する一万,「綿・茶各業巨商厳信厚等を選挙して商務総

量と為し」,さらに各業より「分量」を選ばせ,各地の

物産の適否,貿易盛衰の原因及び「紳富」による工場の

建設,「商学」・「商律」の研究,「心志を聯ねる」ため

の商会の設立,「商報」の発行等を推進しようとした1).

ところが実際には,「但だ局は官設であるため,仇お候補

人員を用い,商重を用いず.未だ官と商,菜・越を同一

視するを免れず」という情況であったようで,1902年に

は当時の商務大臣であった盛宣懐が,中国商人の「各村
あつ

董事有るといえども,互いに珍域・換散し革まらざる」

のでは外国商人に対抗できないとして,厳信厚を総理,

周晋頭を副総理とする上海商業会議公所の設立を上奏し

ている2).

漠ロでは張之洞によって漢口商務局が設立され,その

事業の一つとして「本局の商童が各省各村の大前を遣

集」して商会を設立し,首人間の「聯括,協助を期す」

ことがあげられている3).1902年には責訓典という商人

を「商業総重」として,商務学堂,商会公所の楚設が具

体的に提起されている4-.また天津では,芸和田事件の

影響による商業の不振を回復するという理由で,1903年

当地の紳士王貿賓,寧世福,下位光等によって商務公所

が設立されている.そして1905年になって,それが天津

商務総会と改称されているのである51.

すなわち1903年に南部が制定した「商会簡明葦程」は,

日活戦争敗北以後の劉坤一・張之洞・蓋世凱といった洋

務系官僚のすすめていた商人の組織化(とくに開港地の)

政策を公認するものであったといえよう.全国的に商会

が設立され始めるにいたる過程は,洋務系官僚の主導下

におしすすめられていたのである.

このように洋書系官僚の主導下にすすめられた商会の

設立には,どのような意図が存在していたのであろうか.

まず南部は「商会簡明章程」の制定にあたって,商会設

立の意図を次のように述べている.

申國商人積習,誠見狭小,心志不害,各慎其私,岡田

大局,即如梯・茶両項為出口貨之大宗,往往以散商急

思出脱鉄盤等債,而一二殿貸巨商,亦為牽累,其他貨

物之作偽捻雑,卒至彪本者難以枚撃,有商含則亙宜睾

明罰例,傲戒将来,此則易び除内弊之説也.・・・・日,即如攻

璃・紙張・洋増・肥皇之類,凡洋貨之通於民用者,皆

華南力能彷造之貸,如采が理得法,逐漸貴充,不徒自

追白用,並可詳探各国市情,以荘鈎路,有商含則必應

議設公司,籍圀抵制,此則考察外情之説也6).

設立意図は「別除内弊」と「考察夕㌣情」という二点である.

「易打除内弊」とは,とくに生糸・茶といった中国からの

主要な輸出品において,中小商人(散商)が相場の安定

を顧みることなく商業活動を行っており,それが大商人

(股質巨商)にまで波及していること,また外国への輸

出品の品質低下という情況に対して,商会を設立し罰則

を明らかにして取締ることである.もう一つの設立意図

である「考察外情」とは,洋貨の製造方法を研究してそ

の生産を促し,国内のみならず国外の市場情況をも調査

し販路を広げることをはかり,そのために商会が会社組

織の設立をすすめて外国資本に対抗することである..要

するに,商会という組織形態の設立によって,商人の組

織化をはかることと,産業の発達を促し利権の回復をは

かることのこ点が設立意図として述べられている.

各地の商会は,「商会簡明章程」の第14款において,
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商含既就地分設,各虞商情不同,各富合縫理應就地,

輿各合董議訂便宜章程,稟呈本部核奪,蹄以有稗商務,

無背本部定章為断7).

と,商業の振興に資するところがあり,またその「葦程」

の原則に抵触しない限りで独自の規約を定めることがで

きることになっていた.それらの規約は,各地商会の設

立意図を公式に表明しそいるといえるであろう.

まず上海商務総会は,1907年に92条の規約を修正制定

したが,その要点は「内以て華商の争端を処分し,外以

て洋商の交渉に対付す.商情を聯絡し,権利を国家に挽

回」8)することにあったという.広東商務総会は19条の

規約を定めているが,その第2条において,

木南含以聯路事情,開通民乳　提侶激臥　興利除弊為
l±ブヒニI
刀て日.

といい,第4条では,一

本商含開封後,聯絡各埠,調査商業,如何可敢洋産,

如何可塞漏屈,並糾合公司,創設銀行用抄票,及琵侶

農工路各種安芸,次第勧欝,挽回利権9).

と述べている.要約すれば,やはり商人の組織化と,各

種実業の振興による利権の回復に設立意圀があっといえ

よう.

天津の商苗公所は洋布業商人,謡競業商人によって,

蓑世凱に対して設立が請原され王男貫・下患光等を芸事

として結成された.同時に13条からなる「商務公所暫行

軍程」を定めている.高書公所の設立意図について,同

軍程は,

天津苗借換散,互相較軋,・現設高話公所,以交街路,

掟令各行商業大者,公學芸事二人,小者一人,以佼詳

求受精之原,及敦急之法,和衷共済,一洗従前竃習.

と述べている.天津の書芸が不振で,甫人達が相争って

いる情況を,各芸ギルドから芸事を選出し「公所」を設

立して古人を組織することで改めようと意図していると

いえるであろう.そしてもし苗人間に争いが生じた場合

は,

各古家財産訟案,先詔本行芸事評議,如童事末詑了結,

再由本公所票公理虞,以免訟累,・‥‥・10)

と,同業ギルドの董事で解決できない案件を,「公所」で

調停すべきことを規定している.「商会簡明章程」が制

定された後,この商務公所がそれに従って天津商務総会

と名称を改めたのであり,役員も総理に王賓賢,協理に

は下蔭呂と,総理については公所時期の董事が引継いで

いる.商会への改称にともなう新しい規約は,公所時期

のものを基礎とし,上海商務総会の規約を参考にして30

条が定められた.それは体裁を「商会簡明章程」に合わ

せてやや詳しくしただけのことで,内容的には公所時期

のものと違わない.ただこれからすすめらるべき商会の

活動として,商務学堂・商報館の設置,商人啓蒙のため

の演説会の開催を定めた3条項が付加されている11).

これらは全て商務総会の規約であるが,分会の場合も

条項が簡略になっているだけで,内容に相違するところ

は無い.一例をあげれば,河北省大域県王口商務分会は,

その「試弁規則」の一項目において,

南台之設,以保全本鎮商務,不便利樺外盗為宗旨,王

口為大域靡第一銭,地揚水早通衝,及商務不能振興,

較鄭鎮甚為減色,旨因無人掟侶之故,今回鎮商家公議

設立商含,結成図位力,社従前積弊,譜以興利除害為

要12).

と設立意図を述べており,開港地の商会と違って直接に

外国との関りは意識されていないが,商人の紐組化によ

って「興利除雪」し,該鏡の商業の発達を促すという点

ではかわりない.ただ分会の場合は,民営工場の設立を

促進するといったような項目はほとんど見られず,後に

「大約少数の通商大埠及び省垣の商会に新式事業の有る

外,僻遠の願邑なれば,僅かに商家争議の調停の責を表

し,余は朗如に付す」13)といわれるように,商人問の紛

争の解決にその役割の重点がおかれ,「興利」といって

も大規模な産業の発達というようなことではなく,都市

や農村の手工業の改良・発展といった程度のものが意図

されていたのであろう.

以上のように商会規約を検討してみると,その設立意

図は,基本的に次の二点にあ?たといえよう・すなわち

太平天国の後から顕著になり始めた商品流通における再

編過程の進行,それによる中国商人間の自由競争の現出,

紛争の続出を防ぐために商人を組織化すること,そして

外国資本に対抗して実業の振興をすすめ,利権の回痙を

はかることであった.そこには,不平等条約に基づく対

外貿易関係を根本的に変革しようとするのではなく,外

国資本の中国国内市場への直接の介入を排除し-その

ためにもまた中国商人問の自由な競争を排除しなければ

ならなかったのである-それによってはじめて成り立
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ち得た輸出入商品の集散市場である開港地を軸とする国

内商品流通過程における商業活動によって,資本を蓄積

し得た開港地の大商人を中心に商人の資本を産業に投資

させ,利権を回復しようとする意図がみられる.従って,

商会が設立された後,その商品流通過程の独占を維持し

ようとする商会の意志を無視するような外国資本の側か

らの行為があれば,既にみた同業ギルドの例にもあった

ように,貿易関係のボイコットといった形態による中国

商人側からの反撃に出会わねばならなかったのである.

ここでとくに注意しておかねばならないことは,これ

まで利権回収運動,対外ボイコット運動の展開が,中国

におけるブルジョア的発展の所産といった視点からのみ

とらえられがらであったということである.これまで見

てきた商会規約に一貫してあったように,利権の回復と

いう目標が,つねに中国商人間の自由競争の排除,ギル

ド的規制の再編ということと不可分なものとして提起さ

れているのであり,商品流通過程の封建的再編と産業の

ブルジョア化という内容を結合する論理として,利権回

収論は存在していたのである.

このような設立過程と意図をもって,上海・浜口・天

津等開港地の商務総会を囁矢とし,各地に商会が設立さ

れるのであるが,その数は,『第二回支部年鑑』によれ

ば,1913年の時点で,総会51,分会694にのぼっている.

1)語群農工商務分円貨學片　光緒二十四年『劉坤一

迫集』英疏巻二十九.

2)謂設上海商業合議公所招　光緒二十八年九月『愚

沓存稿』巻七英疏七.

なお上海顆培志では,この上英は光緒二十七年九

月に行われたと記している..

3)漠口試群商務局酌擬餌法摺　光緒二十四年八月初

四日『張文巽公全集』英議四十九.

4)礼商務局創設商學商含　光緒二十八年九月十六日

『張文豪公全集』公厨二十.

5)天津誌暗　合杜.

6)『東方雑誌』1の1　商務.

7)同上.

8)上海顆損志　巻二　建置上.

9)『東方雑誌』1の12　商務.

10)天津府凌守禁足商務公所暫行革程　『北洋公厨類

纂』巻二十一　商務二.

11)天津商務縫合試斬便宜章程　『北洋公眉類纂』巻

二十一　商務二.

12)大城顆王口鏡面含試桝規則『北洋公債類纂蹟編』
巻二十四　商務.

13)『東方雑誌』16の3　内外時報.

3.構　　　成

前節で見てきたように,各地商会の規約において,商

人の組織化ということがその設立意図の一つとして述べ

られていた.規約上においては,一般的な商人の組織化

ということでしか表わされていないが,実際にはその中

心となる商人層が存在していたはずである.

上海では商務総会とは別に,沼南商務分会(後に上海

南商会と改称)が1905年に設立されているが,設立にあ

たっては「各業領袖」により商務総会に請餌されてい

る1).また珠江によって広州との問に商品流通が盛んで

あった広西省梧州には,十の同業公所と三つの同郷会館

があり(同業公所の一つ協和堂は,綿糸・布,石油,マ

ッチ業等の商人の団体であった2)),1907年頃にこれら

「十三行」の商量によって商務総会の設立が請願きれた31.

江西省九江でも「各業商董」によって商務総会設立の請

願がなされている4).このように各地商会の設立過程の

実矧は,当地の同業に基づく商人のギルド的組織を統合

するものとしてあらわれている。

形態上,商会は各業商人のギルド的組織の統合体であ

ったわけであるが,以下その内容の特徴について検討し

てみよう.『支邦経済全書』は第一期上海商務総会会員

構成について,次のように記している.「兎二角入含シテ

記名セラレアルモノ約武百名而シテ此等ノ多クハ含館・

公所・公司・洋行其他銀行・学堂等ノ童事(重役)・題

がニシテ上海二於ケル紳商巨買ハ殆ント之ヲ網羅シ」5)

ている.ギルドの代表から近代的企業の代表まで含んで

いるのである.同書は設立当初の上海商務総会の会員名

将を記載しているが,記載会員数も不完全であり,疑問

な点も多い.ただ,特徴的なことは,買餌・洋貨業商人

が会員として多数存在していることである.

1911年の時点における上海商務総会は,「会員」・「特

別会員」・「領袖会員」・「個人会友」・「特別個人会友」と

いった五種類の会員で構成されており,「商務総会の構

成メンバーで経歴がいくらかでも判明するものを調べて

みると,多くは,買餅・商業・高利貸・官僚のいずれか

より出身し,近代的企業に投資,あるいは経営するとい

ったコースを歩んでいる」6)といわれ,買顔・商業・高

利貸業に関係する会員が多いことが知られるが,ただ,`

商会設立という時点から見るなら,そのような「コース」

を歩んだ社会層が商会の設立を主導したというよりは

(もちろん個々にはそうした人物が存在していたことは

事実であろうが),商会の設立によって買掛や洋貨業商

人,銭荘といった商人・高利賃の前期的な資本を組織化

し,上からのブルジョア的改良をすすめようとした当時
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〇洋務系官僚の実業振興政策の結果として,1911年段階

の上海商務総会会員構成の中にそうした現象があらわれ

ていたのであろう.

漢口では商務局の孫泰塀の指導で漠口商務総会が設立

された.会員は147の「訂」の中から参加している.そ

の「訂」は従来の同業ギルドを母体としたものに限られ

ず,「銀行訂」「銃産公司詔」・「輪船公司訂」等といった

近代的企業の「肯」も存在している7).従って,上海商

務総会は同業ギルドの代表者と個々の商店・企業の代表

者という二種類の会員を包含していたけれども8),浜口

商務総会の場合は,個々の商店・企業を代表する会員は

存在していない.

このようにして参加した商会会員の中から総理・協

理・塁事といった役員が選出されるわけであるが,その

選出方法について,天津商務総会の規約は第5条におい

て,

各行董事の照商務公所菖章,大行三,四員,小行一,

二員,應由就地各商家,公同撃定,邱由総理等,将各

商量街名呈報南部,以楕昭査9)・

と,芸事の選出人数を「大行」と「小行」によって差別

することを規定している.規約上に明記してあるか石か

にかかわらず,役員構成にあたって,経済的に有力な業

種とそうでない業任との問には差が生じていたであろう.

従って役員構成上の特徴は,実質的に商会の性格を反映

しているといえようこ

上海南拐総会の第一期総理は正信厚,協理が徐潤と周

晋雲である10).正信厚(絃妨)は,-時季鴻章の幕僚をつ

とめた後,上海・広東・福建・寧波等「至る所皆踵舎有
~つい

り,卒に,思うに上海は撃洋通商の大埠為りと.因って

焉に家す」11)と,商業に従事しその本拠を上海において

いた.そして両江提督劉坤一が上海に商務総局を設立す

るや,「総菜各冥巨商」の一人として商務捻童に逗ばれ

たのである.1898年上海のフランス租界当局が,四明公

所の墓地を通過する道路を琵設しようとしたのに対して,

在上海寧波商人がストライキで対抗する事件が起きた時,

厳信厚は万紅蓄・藁成忠・沈敦和等とともに四明公所の

指導的地位を占めていたようである1の.慮信厚は外国と

の貿易にかかわっていた四明公所参加の商人であったろ

う.李昌章の幕僚をつとめたこととあわせて,外国との

貿易をめぐる商業活己によって蓄積した資本で,寧波通

久涼紗良を,その他製粉工場,搾油工場を設立している

のである.徐濁(甫之)は周知のように安項洋行の買算

という窪空をもち,1867年に害項洋行の貴書享をやめてか

ら,資源祥茶桟を設立し主要な産茶地域に分店を配置し

た.こうして茶の輸出にあたった外,生糸の輸出,アへ

ンの輸入といった商業活動を行い,「上海の茶菓公所,

赫業公所と洋薬局の董事」に選ばれた13).このように徐

潤は,はやくから輸出入貿易にかかわる商業活動を行っ

ており,「国際貿易の先河」と称せられている11).

浜口商務総会では,第一期の役員は設立当初のためか

三人しか選出されていない.総理が虚鴻冶(浜口交通銀

行経理),協理は劉歌生(東方匪理銀行経瓔),議重が宋

滑潤(浜口水電公司経理)の三人である.第二期にいた

って役員体制も整備されるが,その氏名と職業をあげれ

ば次のようである15).

総理　斉相琴(大清銀行経理)

協理　荘柄生(太記洋油行行東)　桑和田(黍同泰参

燕競競東)

議董　葉東川(萬泰公銭荘経理)　葬輔脚　王芝肪

(浜口大昌重鎮荘経理)劉欺生　孫源甫(釆章
調般兢班東)正志竃(義通辞荘経理)菜永基

(撃昌洋行経理)虚鴻冶　史晋生(唄記洋油競

経)　孫重其(恰生践荘経理)　呉幹廷(春源
油行経理)　李星垣(太古洋行経理)　丁菊生

(承豊銭荘経理)劉鵠臣(群豊厚土荘経理)

椀壁玉(長盛川票競経理)　翼麟書(蔚豊厚票

競経理)　朱保三(浜口典嘗村首士)　唐朗山

(変加利銀行経理)蒋沌宗(徳厚菜字競経理)

蕃拐伯(薔鶴齢薬店店東)　荘益徴(圧世昌雑

貨行経理)周命之(裕厚徳践荘経理)張理伝

(街源戌荘経理)余永清(和記網絞貌競東)

愈清澄(泰豊油行行東)~　朱説某(長沙含館首

士)譚歩雲(致和群疋頭兢経理)鄭似松(太

和雑糧行経理)

総理1人,協理2人,議這23人から役員が構成されて

いるが,その中で特徴的な事は買餅及び外国商品を取扱

う商人が7人,銭荘経営者が6人と,相方合わせて13人

になり役員構成の半数近くを占めていることである.さ

らに第1期から8期(1907～1916年の間と患われる.)

までの役員を,業種別に分けて147の「村」にあてはめ,

表にしてあらわせば次のようになる(第1表).この表

を見てもわかるように,第1期から8期までを通じて,

やはり買掛及び外国商品を取扱う商人と銭荘・銀行とい

った金融業関係者が,役員屈の大部分を占めているので

ある.日活戦争以後の洋務系官僚の政策の中に萌芽が見

られ,20世紀初頭において全国的にすすめられた商会の

設立=同業性・同郷性を超えた商人の組織化は,外国貿

易にかかわる中国商人及び金融業者を要としていたので

ある.そしてその後1910年代以降においては,商会の会
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第1表　漠口商務総会総・協理・童事所属村別人数

(第1期～8其耶

村　　　　　名 総・協　理 歪　　　事

銀　　行　　詔

疋　　頭　　村

本　紺　銭　村

紹　興　銭　村

洋　　行　　宵

票　　牧　　村

庶洋雑貨詔

洋　　油　　詔

調　　投　　打

安　徽　践　村

江　西　銭　村

池　　行　　討

五　　金　　村

茶　　桟　　訂

その他・所属不明

6人(23)

(告票票田)
7人(13)

6人(14)

6人(26)

5人(14)

4人(5)
4人(6)

3人(12)

3人(13)

3人(13)

2人(13)

2人(10)

2人(2)

2人(2)

30人

合　　　計113人　　　1　85人

夏日願志巻十二商務志より作製,()の数字は遅任を含む全就任回数.

員,さらには役員の中にも近代的な企業の代表者が次第

に増加してくるようである16).

1)上海願績志　巻二　建置上.

2)彰澤益前掲論文.

3)『東方雑誌』4の9　各省商務受託.

4)『東方雑誌』5の2　各省商務彙誌.

5)『支部経済全書』第4環66-7頁.

6)小島淑男「辛亥革命における上海独立と商紳層」

『中国近代化の社会構造』所収.
7)夏口願志　巻十二　商務志.

8)1911年の上海商務総会会員には,「個人会友」・

「特別個人会友」が存在していたが,その後の同商

会は同業ギルドを代表する「合訂会員」と,個々の

商店・企業を代表する「各業分村会員」という二種

類の会員で構成されている.

9)天津商務組合試腰便宜章程『北洋公債類纂』巻二

十一　商務二.

10)1)に同じ.

11)荘敬虞編『中国近代工業史資料』第2輯下　929

貢.

12)上海麻績志　巻三　建国下.

13)張国輝「中国近代煤碗企業中的宮商関係与資本主

義的発生問題」歴史研究1964年3期

14)江敬虞編『中国近代工業史資料』第2輯下　966

-7貢.

15)7)に同じ.

16)浅口高書総会では景推行(金責毎粉庶股菓)が,

3・4期の芸事として役員に選出されている。r上

海緒商含月畳j(民国10年7月刊1巻1鷺)に記義

されている当時の上海捻商会の会員・役員名音にも

紡績業・製粉業等の近代的企業の代支署が多数見ら
れる.

4.活　動(-)

はじめに指摘したように,商会は清代の対外ボイコッ

ト運動,利権回収運動,立憲運動,さらには辛亥革命と

のかかわり等注目すべき政治的な活動を行っているが,

ここでは,そうした政治的な活動は別にして,社会的,

経済的な活動を中心に検討してみる.

商会の活動は,当然のことながら,これまで見てきた

ような設立までの情況,規約,構成の性格を反映してい

る.各地商会の規約上に見られた設立意図の要点として

二つあった.もちろんこの二つの設立意図は,具体的な

活動の中において区別されて表われているわけではない

が,基本的にこの設立意図に沿いつつ商会の活動を二節

に分けて整理してみる.設立図の一つは商人の組織化と

いうことであった.

外国との貿易の発展につれて,もし外国商人が開港地

からさらに内地へと進出することになれば,前近代的な

市場において,ギルド的な規制によって商業活動を行っ

ている中国商人にとって,商品流通過程の秩序が動揺さ

せられ,またそれに付随して商品相場の不安定,倒産→

中国商人問の紛争といった情況を生みだすことになるわ

けであり,看過できない問題であった.杭州商務分会は

「近来洋商の内地城鋲に在って雑居営業するもの,日に

其多きを見る.この事商業の前途に関係すること回より

重く,しかも地方治安への影響もまた大きい」として,

調査の結果明らかとなったアメリカ,イギリス,ドイツ,

日本の各商店合計二三家を県当局に閉店させるよう,農

工商部に講臆している.同時に外国商人の内地進出はギ

ルドの商品流通規制に従わない中国商人がいなければ不

可能だったのであり,杭州商務分会も「出面之華南」及

び「租屋之産主」を合わせて処罰するように要請してい

るl).良質綿花の出産地として有名な江蘇省通州では,

イギリス資本で下関条約締結直後,上海に紡績工場を開

いた一つである老公茂が「崇海交界の内地久隆銭に在っ

て,花行を設立した」が,当地の商人達は反対し,商会

を通じて,上海海関道がイギリス領事に申し入れ撤拠さ

せるようにもとめている2).外国商人の内地進出を排除

し,商品流通過程をギルド的規制の下で中国商人の手に

維持するためには,中国商人の組織化,団結が必要であ

-50-



商　会　の　設　立　(曽田)

ったわけであり,またそのことによって初めて開港地に

おいて外国貿易にかかわる中国商人の商業活動も可能と

なったのである.従って開港地の中国商人にとっては,

外国商人の内地進出に対してだけではなく,消費地,生

望地と開港地を結ぶ商品流通過程の秩序を動揺させる条

件は全て排除されねばならなかった.

先に示したように,南部は商会設立の意義について,

とくに生糸,茶といった主要な輸出品における「散商」

による商品流通過程の秩序破壊と品質の劣悪化に対する

取締りということを指摘していた.綿花・生糸の重畳を

増加するために不純物の混入が行われ,茶についても粉

末や草を混入したり,表面に上質茶をそろえ底に粗悪品

を詰めたり,水気を含ませ重量を増加したりすることに

よる品質の低下があらわれていた.これらの茶の品質低

下は,前期的商人資本(茶行)の不当な誅求搾取に対する,

頂接的生産者(山戸)の消極的な反抗の方法であったと

いわれるが3),商会の設立にあたっては,それが茶商人

の欠損をもたらしている原因であるということから取締

りの必要性が指摘されていた.すなわち茶商人の商業活

動の不振ということが,茶輸出の貿易構造にではなく,

茶の国内流通遺程に原田があると認識されていたのであ

る.このような茶輸出をめぐる問題のとらえ万は,茶在

との取引における開港地茶商人の「様箱」に対する認識

においても同様である.漢口茶業公所は,この「様箱」

による弊害として,「惟市伍の洋商の為に把持せらるは,
こb

一時実に環かには拉回し害い.此事,実は商人の自私自

利にして大局を顧みざるに由り致す所.様箱の一弊の如

きは,巧を取る者終に得る所短く,徒に外人にわが雷殻

を窺わせ,益以て其把持を控にせしむ.様笛を用いざる

者,皆之に因って票を受く」と指摘し,浜口に集まる茶

の産地諸省の三幸,出方富にその取掠りをもとめてい

る4).すなわち茶業公所は「接箱」の問題を,ギルド的

規制に従わない中国百人の利益追求に原因があるとし,

その結果が閑農地においてタ掴商社と取引する茶桟に不

利益をもたらしているという理由で,官憲と一体になっ

てその間造出に到るまでの琵通遺琶において規制しよう

としているのである.上竃富男絵会の霊信厚等は,やは

りこの「窪石」の弊害として,「茶市を奴屈すること,

此より苗しき為るは貢し」といい,両江監督用語に要請

して,左京也に対し1906等より「投篇」を禁止し流通過

程における悶辛の取語りを強化して,そして「以て弊竃

を杜ぎ,茶利を挽屈する」ことをもとめている5).ここ

でいう「茶利」とは,呂荘色石高人にとっての「茶利」

であり,その呂近封たかるために茶の国内茫迂遠己にお

ける畳崇の強化を冨会の活コとして行っているのである.

このように商会はその活動において,外国貿易にかか

わる輸出入商品の国際的な集散市場という性格をおぴつ

つあった開港地では,後に述べるように,商品集散塁の

増大に即応して水陸交通路の建設,整備,経済的な都市

概能の充実をはかっていくとともに,一万では,開港地

と生産地(消費地)を結合する周辺諸県の内地集散市場

においては,開港地中国商人と外国商社との商品取引を

成り立たたせるために,そこへの外国商人の介入を排除

し,また内地中国商人に対するギルド的規制を「強化」

して輸出品の晶質低下,商品取引への規制を加えていっ

たのである.中国商人の組織化という設立意図の一つは,

開港地において外国貿易にかかわる中国の大商人の利害

関係に基づいて,この生産者(消費者)-仲介商人一

一開港地中国商人-外国商人、と図式化できる商品流通

過程を維持することにあったといえよう.

ここで考えてみなければならないのが,商会の組織形

態である.設立当初から1915年の「商会法」によって改

称されるまでの間,商会には総会と分会という二種類の

ものが存在していたのであるが,その関係について,「商

会簡明葦程」は第3款において,

凡属商務繁富之区,不論係留垣係城埠,宜設商務組合,

而於商務相次之地,設立分留,仇就省分,隷於商務組

合,・・‥‥

と規定し,総会の設立さるべき都市の例として,天津,

煙台,上海,浜口,重慶,広州,屋門をあげている6).

実際においても総会はこうした開港地に多く設立されて

おり,またそれらは経済的な勢力の強い総会であった・

先に図式化したような商品流通過程に,この商会の組織

形態が合致させられているのではなかろうか.しかも各

商会が層々に分散した地方商人団体として存在している

のではなく,後にみる活動の具体的な事例の中にも一部

うかがわれるように,各省内において分会は総会(とく

に経済白封こ優勢である開拓地の)の下位にあって連絡を

とりつつ活動しているのである.そしてこうした開港地

を頂点とする商品流通過程の形成,それにともなう商人

の組織化を一つのテコとし,当時の洋務系官僚によって

すすめられていた実業振興政策の下で,工場の建設に商

人の資本が投下され,また都市や農村における手工業の

改良・発展がはかられていくのである.

それではこの商会の組織形憩.従って商品流通秩序維

持のための強制力となったのは何であったろうか.組織

化された商人団体に付随する経済的な威力は当然存在し

たであろう.先にすでに述べたように,19世紀7,80年
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代から中国商人間の負債,倒産をめぐる紛争が頻発して

いたのであるが,商会の設立とともにそれを解決する調

停の権限(実質上の商事に関する裁判権)が,政治支配

者によって商会に付与,公認されるという,経済外的な

強制力を有することになった.

「商会簡明章程」は,第15款,第16款において,

凡華南遇有糾葛,可赴商含告知,把理定期道具各重,

桑公理論,従衆公断,如両造尚不折凰　准其具崇地方
官核野.

華洋商人通有交渉伍田,商含應令両道,各學公正人一

人,裏公理虞,即酌行剖断,……7)

と規定し,商会の役員による中国商人問及び中外商人問

の商事に関する紛争の処理条項を示している.中外商人

間の紛争に対して,商会がどれほどの調停能力をもち得

たかは疑問であろうが,中国商人の場合には実質上公的

裁判という機能をもち得たものと思われる.

江蘇省鎮江商務総会では,「鎮江商業日に盛んなるを
いよいよ　　　　　　もともと

以て,訟事滋多し.商会は本商餌を保害し,争訟を

調虞するの責有り.特に商訟規章五條を議定し,地方街

門に行きて知らす.嗣後凡そ商業訴訟は均しく商会の餅

理に帰す.」8)と,今後商事に関する紛争については,商

会において処理することとし,そのための規則を定めて

いる.江南商務総会でも,倒産,負債に関する紛争を地

方官庁に持込むのをできるだけ避けるために,調停活動

を行っていたが,その解決した案件数は1904年末からほ

ぼ1年間に57件あったという.その中には「かつて訟を

地方街門に糾し,年を経ていまだ結せざるの案有り.す

なわち一たび該含評論の問に至れば,両造皆輸惜し,理

結に導く.」と,地方官庁では解決のつかなかった案件

も商会の調停で解決した例もあり,また「督憲発局筋訊

之案」9)もあったというから,地方官庁においても商事

に関する限り,その裁判権を商会に委ねていたのであろ

う.少し後の事例ではあるが,上海総商会は永塁梯両親

の戌荘に対する負債についての,返済義務のある般東の

判断をめぐって起きた紛争の調停を行い,当時の総商会

塁事の中から5人と会員1人の合計6人で構成された評

議員の審理の結果,永豊綿繭鋭設立当初の股東全員に返

済義務があるという「公断書」を示している10).

こうした商会の商事に関する実質上の裁判権の所持

(実際には商会役員屈による)は,商人層全体への,ひ

いては先に示した商品流通過程の秩序維持のための経済

外的な強制力として作用したであろう.すなわち商会の

設立による商人の組織化は,背景においてこのような政

治支配者によって公認された経済外的遠景力によって保

持されていたのである.

1)F東方だ誌」4の9　各省石蕗史記.
2)同　3の3　各省商務史記.

3)重田植「活末における湖南某の生亘搭造-五活

開港以後を中心として-」人文研究第16巻第4号_

4)『東方穀詰』4の9　各省高書史記.
5)同　3の3　各省商務受諾.

6)7)同　1の1　両諮.

8)同　3の8　各省商務受諾.

9)同　3の8　商務.

10)F上海綾南含月報J第1巻第1号民El0年7月刊.

5.活　動(二)

商会規約上に見られた設立意図にもう一つの要点があ

った.すなわち産業の発達による利権の回復ということ

であるが,この点について商会は間接的な役割と,直按

的な役割を担って活動を行っている.

上海では1905年に真樹助によって,上海の自治窟関で

ある城府内外捻工程局が設立されている.その実際の執

行機関は,捻董5人と議董33人で構成されているが,事

業項目は,

凡活道路澄,開築道路,修建橋梁,没河墳浜,貝田學

望,編設警察,以及地方一切公益之事,無不備撃,並

裏設裁判所,以便訴訟1).

と広範囲にわたるものであった.5人の総責は李璋琵

(平吉),莫錫論(子霹),郁懐智(屏翰),曾鋳(少蜘),

朱鳳珍(葆三)であったが2),ほとんどは上海商務総会

あるいは沼南商務分会に関係する人々であった.また33

人の議董の中にも商会関係者は多数見られ,総工程局の

自治活動には上海商会の意向が強く反映していたものと

考えられる.

総工程局は設立されるとすぐに,蓑樹助に対して,

設立城府内外総工程局,以為地方自治之基礎,乗此苺
会,鰐去城垣,環築馬路,商民合力次第整頓,則不持

南市展拓,商務大典,即国民開化之気亦可徴.

として,城壁をとり壊し道路網の整備をすすめるように

提議している.そしてこうした城壁のとり壊しは,上海

に限らず,

且天津捕城,而商務駿盛,浜口挿城,而鉄路交通3).
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と,天津・漠ロといった開港地でも行われていたのであ

り,その結果交通手段が発達し,商業が盛んになったと

いう.漠ロの城壁は捻軍を防ぐために玉指門から通済門

の問,13里にわたって築かれていたが,1905年に張之洞

がとり壊して道路の建設に着手している4).

総工程局はその他,水路の整備,橋梁の建築,河川両

岸の土手の造成等を行っているが,この当時の水路及び

それに付随する諸施設の整備は,付近農地の水害からの

防護ということと同時に商業の発達,実業の振興という

ことが配慮され始めている.当時の上海知顆王念租は,

黄浦江両岸の土手の整備にあたって,

清東本末関田租界,而沿摘む地大都己償,今書華氏知

識新開,カ国進歩,一旦振興安芸,檜欲設立廠桟,建

築砺乱　輯佼無地可等,即各成航船義渡,己無停泊之
所,肩挑貨物来往行入時,虞不便5).

として,工場,台座の建設,埠頭の建築地を保障するた

めに,責活両岸沿いの土地の買完を禁止するようにもと

めている.

同様に漢口では,すでに1898年張之洞が,

現罠於漠武一帯所要地方,購買路段,以借入南台者,

在此地段内,窮地這良,或設行桟,或設援綴6).

.と,商会入会者が台風　工場を建設できるよう適当な土

地の整備を行うことを計画していた.その土地として後

湖の甫餌一帯が選ばれたが,低湿地帯であったために,

まず後湖南岸に堤防を築いて親水の浸入を防ぎ,そして

道路を建設することになった.その工事費用は湖北官璋

局から30冨両を借り出す一方,「投書鍾商」であるとい

われる炭口前預定会の宋焙臣(滑詔)(第1;凱　第4期

-7;ヨ童事),封入祥(放生)(第1期協理,第2期-8

期童事)等が出資することになった.こうした工事の目

的について,掠翼龍が

自京戻芸錆工菖戌,葛羨,川炭各錆力3只欝,羨口一

隅旨訊交通,貫為中国訪露中心地点,・…‥,前書臣琶

之洞是認簑憲総計,本為開拓漢口商璋而設,…=・,一

荘川,葛芸箔退行各省,由火事遠出原料,得以大地昆

布市百,民転崇盛,窺浅尤圧安設,高話文芸之発達,

貫目不可思≡三.

というように,京戻芸道の三宝設,葛戻鉄道,川戻ユ遠の

教設計冨という中での,涙ロにおける高菜や産業の発達

がはかられ,商会が事業遂行の一翼を担って活動してい

るのである7).

漢口は漠水と長江の合流地点にあたり,従来より河川

は重要な商品輸送路となっていた.天津条約による開港

以来,漠口は外国商品が直接あるいは上海を経由して周

辺諸省に流通する集散市場として,また農業・手工業生

産物輸出のための集散市場として,次第に大型汽船の入

港も増大しつつあった.ところが当時の漠口には,整備

された大型汽船用の港が無く,暴風雨に会うと全て南京

に避難していたという.こうした情況に対して,浜口商

務総会は「実業,商務の前途に,大いに妨凝有り」とし

て,武漢の大地主,八大行(すなわち蜃・茶・薬材・庶

束福州雑貨・池・粒食・綿花・皮の八行)の会首と相談

して,漠水から長江にぬける一支河を築いて漢水の水勢

を弱めるとともに,その中に三つの港を開いて汽船の停

泊所とすることを検討している.その工事費用はオース

トリア人技師によって700番元と見積られたが,先の劉

人禅は140番元の出資を申し出たという8).

このように上海・浜口では商品輸送路の整備,経済的

な都市機能の整備といった事業を,当地の商会が中心に

なってすすめているのであるが,それは両開港地に限ら

れた活動ではなかった.重慶について,「下町の中心に

雷り新里街に接して商業場と稽すべき一応副をなせる地

域あり,場内左して定からずと錐も道路平坦にして幅庶

く,建築整然たる各種小買商鏑,商務総合を中心として

軒を連ね,人馬の来往繁く最も繁盛を極む,足れもと嘗

地商務縫合が商業の繁を固らんが為,同地域を租借し,

資本金十二番両を以て大同公司なる一建築含社を設立し,

数年の日子を質して道路を改修し,八棟六百鈴軒の家屋

を新築し,之を商人に貸付けて営業せしめ居るものに係

る.」9)といわれ,また漢口と湖南省,四川省との間の商

品流通のための重要な中継都市であった沙市についても,

1912年別宜軍司令部は沙市商会と協力して,洪水沿岸沙

洋童の堤防を修繕し江陵贋一帯の水害を防いだ.ところ

がその結果「沙市便河より後面の長湖迄の二十詮支里の

間の運河の水塁次第に減少し,大型民船の航行全く不可

能となり,沙市と涙ロとの交通上一大打撃を蒙るに至れ

り,依て商合は之れが善後策として豊富なる長江の水を

便河に汲入れ以て其水童を増加せんとし,1914年猫逸商

焉記洋行より銀七両を以て揚水機械を購入するの契約を

結び,同洋行香港支店より英国製ポイラニ及びポンプを

取寄せ長江沿岸に据えつくる事とせるが,……」10)といわ

れるように,沙市の場合の事業は第一次世界大戦開始の

ために中止されたが,やはり同じような活動を行ってい

るのである.
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これまで見てきたように,各地の商会はその活動の一

つとして商品輸送路の整備,経済的な都市機能の整情を

すすめたのであるが,それは外国貿易の発見それにと

もなう国内商品流通量の増大に即応する活動であったと

ともに,産業発達のための間接的な条件を整える活動で

あったといえよう.

商会の活動は,こうした商品流通過程の凹面及び産芸

発達のための間接的条件整備にのみ限られてはいなかっ

た.商会が設立され始める20世紀初頭の新政罰には,洋

務系官僚によって実業振興政策がすすめられていたが11㌧

その政策の遂行の下にあって工場の設立,手工芸の改良,

発展のための役割をも担っていたのである・

まず両籾地方では,1908年に当時の和広絵督超爾黒が

武昌・漢ロの商会会員に対して,

近年湖南濱湖州窮,浜洲日茄,民間種綿花者亦日加多,

若於常徳府設一紗感,其利不減退州,而雲貴各省,所

需紗布可取給悪,次則浜口,紗市尚堪添設紡織公司,

以輿武昌一皮相讃碩12).

と,湖南省常徳跡こ紡績工場,湖北省の浜口,沙市に紡

織工場を設立するように勧めていた・浜口商務総会はそ

の活動の一つとして,渓口水霞公司,湖北第一紡織公司,

浜口爆撃火柴公司の設立の指導をあげており13),この中

の第一紡織公司は先のような経過を経て,商会の指導に

ょって設立されたのであろう.沙市でも1908年に紡績工

場を設立しようとする計画があったが,資本金が予定の

三分の一以上集まらず,中止になったといわれる14)・

このように商会は民営工場の設立を指導するとともに,

当時実業振興政策として出されていた民営工場の生産物

に対する課税の減免や,あるいは新案特許権獲得のため

の仲介的な役割をも果していた・「商会簡明章毘」の第

26款は,

凡商人有能摘出心裁,製造新器,或編輯新書,碓屈有

用,或将中外原有貨晶改製精良者,均准報明腐食考核

後,由総理具栗本瓢酌量給予等照年限,以杜作偽彷

致而示鼓勘15).

と新案特許権請願手続を定めている・減税についても,

鎮江商務分会は,当地の和茂洋皇廠,手層氏洋煩慮とい

う石鹸工場,増煽工場の開設にあたって,南京∴瓢乳

通州の同種工場が5%の海関正税を納めるのみで,遊金

等の税金が免除されているのにならって,それと同等な

特権を与えるようにもとめている16).天津商務総会でも,

蔦記雲捲有限公司の要請をうけて,天津嵩芸道に対し,

先の場合と同法な持仁が得られるようもとめている17-・

手工芸の改良,莞霞という点では,上竃の芭会完仁者

であり,捻工程局の捻董ないし琵琶であった茹E諌・薫

仕業・妹文相・莫琶賃等が貧民に手工芸三信を伝習する

ために「勤生院」(後に貧民召書罰と改訂)を設豊し,

陶器・洗濯用石織等の製造技指を伝習していた15)・江百

省の九江商務総会でも手工芸の男達を足すために,芭全

の「註冊公㌍」の中から買会を出してほう工場」を設立

している19).新江省嘉輿霜では,崇内の覆戸が30余家に

すぎず綿紡織業が十分に発達していない買状に対して,

商会は従来の「新紗」の外に「雲票」「真水」という折

綿糸の生壁を勧める一方,商会議重の拐長泉は,それら

を原料として絹布の生産を行う緯章公記紡織有田公司と

いう織布工場を設立レている20)・農村における手工芸の

改良・発展という面で注目されるのが高霞高書分会の活

動である.河北省高拐顆では提欣甫・李煤塵・李古間・

韓控三等によって同商務分会が設立され,「商人に短め

て路団結有り,商業に始めて相違歩を見た」のである・

楊欣甫等は商会の組織が一応できあがると,市会内に書

芸夜学校を付設し餌,また工芸研究所をも設け,天津の

日本商社田村洋行に人を派遣して織布技術を習得させ,

その人が帰蘇するや織機の製造にあたらせて,できた織

積を商家が民間に貸出し,洋糸をも供治して,「布成れ

ば商家に帰し,その工費より次第に農本を差引く」22)と,

織布「賃金」の中から織機代金を差引いていった・この

ような商会の活動をテコにして,高拐霜の織布業は盛ん

になるのであるが,同時に高拐商務分会は,天津海関道

に要請して生産された綿布については商会から証明書を

発行して一正五丈に対し,2・5%という特別の課税率に

してもらい,つづいてそれを天津海関,妙閑共に通用す

ること,また「有色土布」,「斜紋土布」についても課税

率を定めるよう天津商務総会を通じて天津海関道に要請

している23).

1910年代中国社会の経済情況について,民族資本の発

展ということがいわれると同時に,「外国資本主義は中

国における在来産業を全面的に解体せしめたわけではな

く,基本的な在り方としては流通支配を通じて収奪した・

ここにこそ,半植民地半封琵社会における産業F発展」

の特殊性を規定する一つの要因があり,1910年代は,か

かる外国資本支配の半植民地的流通過程のもとに包摂さ

れ一定の改良を伴った伝統的手工業の『発展』期であっ

た.」21)と指摘され,都市の形成とともに都市の手工業や

雑業,また農村の手工業が発展し,その中において賃労

働ないし事実上の賃労働が存在しているという注目すべ
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き問題提起がなされている25).機械別工場・マニュファ

クチュアおよび問屋制下の手工業の発展にあずかった一

つの条件として,この節で見てきたような,商会による

中国社会のブルジ。ア的改良をすすめる活動があったの

ではなかろうか.

1)上海解放志　巻二　建置上.

2)前掲小島論文.

3)1)に同じ.
4)夏口類志　巻五　建置志.

5)上海顆培志　巻五　水道下.

6)決口試欝商務局的投が法招 充緒二十四年六月初

四日F張文要公全集』英議四十九.

7)招商慧款閑築浜口後湖馬路摺　宣統元年十月二十

二日　r店竃尚書英議』巻十二

8)F東方雑誌』6の1　記事　羨口義築船生遺風港

9)東亜同文含調査編纂部F支部開港場誌』第2巻揚
子江流域88-9頁.・

10)同上291頁.

11)渡辺惇「活朱夏世凱と北洋新政一一二北洋派の形成

をめぐって-」歴史教育16の1,2合併号,同「真

世凱政権の経済的基盤-北洋派の企業活動-」

F中国近代化の経済構造』所収.

拐北省において,民営工場を設立したり,官営工

場の貸下げをうけたのは,ほとんどが武漢の商会関

係者であり,それらに対して張之洞は等利権の付与,

課税の減免といった保護策を実施していた.(拙稿

「畠北省における張之洞の産業政策」史学研究121,

2合併号)

12)拐農是督退屈黒英推定農芸窪桔織布惜形招　r政

治官紀」光鐙三十四年四月十五日.

13)夏日県志　巻十二　詔書志.

14)F支茹閑置場誌J第2巻333頁.

15)「東方建託」1の1　薗話・

16)琶督憲崔檻税務大臣香華石和茂洋皇子謹氏洋煩慮

買物た税欝法礼助辞海関這査黒文F北洋公債類岩績

露」巻八税書二.

17)天薄荷苗話合崇拝海関這請発違単文　「北洋公愚

召ぷ括㍑乱上巻七説話一.

18)上海扁績志　巻二琵琶上及び巻八物産.

19)「東方だ詰」3の11各省高石受諾・

20)同　3の13　各省工彗崇託.

21)古銭宗志　巻二文芸.
22)同　巻八故事.

23)天津忘合票淫た閑違請書致嘉監都一意説文　r北

洋公愚類雲績箔j巻七　説5-.

24)古厩忠夫「中国における工芸(手工芸)の半植民

地的再㌫迂筐-1910年代の浣甫省を中心に-」

石器大学人文科学研究第43欝.

当時の百品琵透過臣は,「半日民地的」ではなく,

「半穏民地的半封建的」であったのであり,それは

呂タi的な条件によって一方的に形成されたのではな

く,19世紀,7,80年代からの商人ギルドの再編→商

会の設立という中国商人独白の対応を媒介として成
立したものであったことは,これまで述べてきたと

おりである.

25)古厩忠夫「中国における労働者階級の形成過程一

一1910年代湖南省におけるプロレタリアと半プロレ

タリア」歴史学研究383.

ま　と　め

これまで述べてきたことをまとめてみると,次のよう

にいえるであろう.商会は,日清戦争以後の洋務系官僚

の主導下にすすめられた新政の一環として,半植民地的

貿易構造の下での開港地を軸とする中国国内商品流通の

再編過程の進行の中で,それまでの同業性・同郷性に基

づく個々の商人ギルドを統合する形態で設立された.各

省開港地の商務総会を中心とし,内地集散市場にはそれ

に従屈する商務分会を置くという,各省レベルで形成さ

れた商会の原則的な組織形態は,開港地商務総会の中心

的構成メンバーの特徴からわかるように,半植民地的な

貿易構造の下での商品流通過程再編に順応しながらも,

公権力の援歪の下に国内中国商人の自由な競争を排除,

すなわち半封建的な経済外的強制力に基づいて国内商品

流通過程に規制を加えることによって外国資本の中国国

内市場への直接の介入を防ぐことを目的としたものであ

った.この国内商品流通過程の掌握と,そこにおける商

品流通塁の増大をテコとして資本を蓄積し得た商人に対

して,その後商会は開港地大都市における機械別工場,

マニュファクチュアへの資本投下を指導し,また農村に

おける問屋制下の手工業を発展させていくという役割=

中国社会のブルジョア的改良の役割を担っていくことに

なるのである.

このように設立期商会の性格を要約してみると,それ

を社会基盤とする対外ボイコット運動,利権回収運動と

いった「反帝国主義」的政治闘争形態を,これまでのよ

うに民族資本(産業資本)という資本類型に性格規定さ

れた中国ブルジョアジーの政治活動としてとらえるので

はなく,その資本の形成,すなわち半植民地的規定性一

一不平等条約によって規定された関税自主権の喪失によ

る保護貿易政策施行の不可能,また戦争賠償金の支払い,

外債の返済による国家財政の対外従属という政治的規定

性,あるいは強大な外国の産業・金融資本の存在といっ

た経済的規定性-の下での中国社会における特殊な資

本の本源的蓄積を推進するための政治活動の一つとして

再検討される必要がありはしないだろうか.
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